
 

１ 地区の概況 

矢沢地区は、市中心部を流れる北上川の東側に位置し

ています。そして、单側は北上市に接しており、猿ヶ石川

が地区を貫いて流れています。 

また、地区内には東北新幹線や釜石線、釜石自動車道、

国道などが走り、各種交通網が発達しています。 

地区には、農村地区・中山間地区や、高木団地のように

住宅が集中している地区、大規模商業施設を持つ地区の

ほか、单部には花巻機械金属工業団地があり、ここでは各

種製造業が盛んです。一方、地区内には宮沢賢治記念館

をはじめとして、新渡戸記念館、花巻市博物館があり、文教

施設が充実しています。 

地区は、10 の行政区で構成されており、希尐淡水魚・ゼ

ニタナゴの保護活動や伝統芸能の伝承に力を入れている

など、様々な活動について、積極的に取り組んでいます。 

 

２  地区ビジョン   矢沢地域ビジョン 愛おしき矢沢】 

(1) 基本理念 

① 私達は健康で心豊かな地域をつくります。 

② 私達は積極的な参画と協働による地域づくりを目

指します。 

(2) 基本目標 

① 自然豊かなふるさと矢沢 

  先人から譲り受けた自然豊かな矢沢の環境を、一

人ひとりの行動や団体活動により維持・保全に努め、

次世代に引き継ぐとともに、住民が一丸となって環境

にやさしいエコ活動を進めることにより、自然豊かな

ふるさと矢沢を目指します。 

  ①-1 自然環境 

・河川や湖沼の水質保全、水田と接する里山の自然

景観を保全し、野生動植物が生き続ける環境づくりに

努めます。 

・荒廃した猿ケ石川を復元し清流を取り戻すため、住

民・団体・企業が連携し清流化に向けた活動を推進し

ます。 

・花壇づくりや花の咲く樹木の植栽などにより、花いっ

ぱいの矢沢づくりを目指します。 

①-2 生活環境 

・水質保全のため、下水道の整備推進と接続、合併

処理浄化槽の設置に努めます。 

・ごみの不法投棄や公害のない矢沢づくりを目指し

ます。 

①-3 エコ活動 

・地球温暖化防止と健康づくりのため、公共交通利

用と自転車利用を推進します。 

・資源の有効活用のためマイバック運動とリサイクル

活動を推進します。 

・暖房・燃料用として薪の有効活用を推進します。 

② 手と手をつなぐふるさと矢沢 

自信と誇りをもち安心して暮らせるよう自治会活動

等を中心として、お互いに助け合い、励まし合い、

知恵を出し合いながら、子どもから若者や高齢者ま

で世代を問わず、すべての住民が参画する手と手

をつなぐ住みよい地域社会を目指します。 

なお、自治会活動等を効率的・効果的に行うため

には、関係機関との協働が不可欠です。 

 ②-1 地域社会 

・子どもから高齢者まで住民一人ひとりが隣近所とふ

れあい、交流し、地域や地区のために自分でもでき

る小さなボランティア活動を行います。 

②-2自治会活動と各種団体 

・効率的・効果的な活動ができるよう、同じような目的

で組織されている団体の相互連携を図ります。 

・清掃活動や各種研修会、スポーツ大会など様々な

活動を通じて、地区間相互の交流と連携を深めるほ

か、年齢を超えた住民一人ひとりの参画と協働を図り

ます。 

②-3 公共施設等 

・地域活動の拠点である矢沢振興センターの老朽化

に対し、早急な対応が必要です。 

・住民との合意形成のもと自治公民館の計画的な維持

補修と改築を推進します。 

・各組織・団体間の情報連携を図るほか、様々な情報

が住民一人ひとりに行き届くような方策を検討します。 

②-4 地域情報 

・地域情報をタイムリーに伝える「矢沢振興センターだ

より」の充実を図ります。 

③ 豊かに暮らし安全安心なふるさと矢沢 

  生きがいと誇りをもって暮らし、安全・安心、健康で

豊かな生活を送ることができる社会の実現のため、

活力ある産業の形成と保健や福祉の充実、交通の

利便性の向上、犯罪のない地域社会を目指します。 

③-1 農林業 

・関係機関の連携や協力により担い手の育成を支援

するほか、農産物の生産・加工及び販売を通じた農

業の六次産業化を促進します。 

・中山間集落協定や農地・水・環境保全事業等により、

農地保全と農村景観の向上を図ります。 

・豊かな地域資源である山林や里山の適正な管理、
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山林所有者と地域住民との連携、また山林を活用した

原木椎茸等林産物の生産振興を図り、間伐材等を活

用した商品開発など環境にやさしい林業を推進しま

す。 

③-2 商工業 

・地産地消を促進するために農商工連携による付加

価値の高い商品性のある製品の生産を目指します。 

・新花巻駅周辺の活性化に向けて、土地活用策の提

案など市に要望をしてまいります。 

③-3 観光 

・宮沢賢治記念館など文化・観光施設と地域住民との

有機的な連携を図ります。 

・地域外から訪れる観光客を住民が心からもてなす方

策を検討し実施します。 

・民宿や体験学習の受入れネットワークの構築などに

より、風光明媚な農村環境を活用したグリーンツーリ

ズムを推進します。 

③-4 保健・福祉 

・「子どもは地域の宝」という認識のもと、子を産み育

てやすい保健環境づくりに努めます。 

・高齢者や障がい者が安心して暮らせる地域づくりに

努めます。 

・バランスのとれた食事・睡眠・運動など、日常生活を

通して自らの健康維持増進に努めます。 

③-5 交通 

・交通量の増加に対応した歩道の整備や車道の拡幅

などにより、交通安全対策に配慮した生活道路の整

備を推進します。 

・为要地方道花巻北上線バイパス整備の早期着工を

県に要望します。 

・住民一人ひとりが交通法規を遵守し、安全運転を励 

行するとともに意識啓発を行います。 

③-6 安全安心 

・交通事故のない安全安心な矢沢を目指します。 

・犯罪のない住みやすい矢沢を目指します。 

・早期に自为防災組織を設立し、災害が発生しない安

全安心な矢沢を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 教育・文化が豊かなふるさと矢沢 

  先人達が築いたふるさと矢沢の更なる発展のため、

小・中学生の教育水準の向上と生涯学習事業の充実

を図るとともに、郷土芸能の伝承や文化財等の維持

保全に努め次世代に引き継ぐなど、生きる喜びのある

心豊かな地域社会を目指します。 

④-1 教育 

・自ら学び、自ら考える力、豊かな人間性を育むため、

学校、家庭、地域が連携して支えあう教育環境づくり

に努めます。 

・いつでも、だれでも、どこでも生涯学習ができるた

め、振興センターを拠点とした各自治公民館との連携

を深め、その充実を図ります。 

④-2 先人・郷土史 

・郷土が輩出した先人や偉人の教え・考え方につい

て学び、私たちの生き方や地域づくりに活かします。 

④-3 郷土芸能 

・子どもや若者の郷土芸能の伝承活動を推進するとと

もに、公演の場を設けるなど地域全体で郷土芸能の

伝承に取り組みます。 

④-4 文化財・名所及び旧跡 

・地域の宝である文化財・名所及び旧跡を再確認し、

関心を深め、後世に引き継ぎます。 
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